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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】令和3年10月14日(2021.10.14)

【公開番号】特開2021-53101(P2021-53101A)
【公開日】令和3年4月8日(2021.4.8)
【年通号数】公開・登録公報2021-017
【出願番号】特願2019-179132(P2019-179132)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｂ   1/015    (2006.01)
   Ａ６１Ｂ   1/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｂ    1/015    ５１１　
   Ａ６１Ｂ    1/00     ６４０　

【手続補正書】
【提出日】令和3年9月3日(2021.9.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４３】
　操作部本体５４には、ユニバーサルケーブル６０が備えられる。このユニバーサルケー
ブル６０の先端側には、コネクタ装置６２が設けられ、このコネクタ装置６２は、内視鏡
用プロセッサ装置３２に接続される。内視鏡用プロセッサ装置３２は、光源装置３４と、
画像処理装置３５とを備えている。光源装置３４には、コネクタ装置６２が接続されるプ
ロセッサ側コネクタ３４Ａが備えられている。また、画像処理装置３５には、画像処理装
置３５にて画像処理された画像を表示するディスプレイ３６が接続されている。この内視
鏡システム３０は、内視鏡１２と内視鏡用プロセッサ装置３２との間で、コネクタ装置６
２とプロセッサ側コネクタ３４Ａとから構成されるコネクタ部を介して、電力及び光信号
等を非接触で伝送する構成を備えている。これにより、光源装置３４からの光は、光ファ
イバケーブル（不図示）を介して伝送されて、先端部４６の先端面４６Ａに設けられた照
明窓（不図示）から照射される。また、上記の観察窓から取り込まれた画像の光信号は、
画像処理装置３５によって画像処理されてディスプレイ３６に画像として表示される。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７７】
　図８の８Ａには送液チューブ３０２、４０２を識別するための識別子１４０が示されて
おり、図８の８Ｂには送液チューブ５０２、６０２を識別するための識別子１４２が示さ
れ、図８の８Ｃには送液チューブ７０２を識別するための識別子１４４が示されている。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８８】
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　マイクロスイッチ１６６は、送液チューブ検出部９０（図５参照）に継手１０４が接続
された場合（図９参照）、突起部１４６、１４８（図８参照）によって押される２つのア
クチュエータ１６８、１７０（図５参照）と、アクチュエータ１６８、１７０が押された
ことを検知してその検出信号を制御回路１５０へ出力する２つの端子部（不図示）とを有
している。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８９】
　具体的に説明すると、例えば、送液チューブ３０２の継手１０４が送液チューブ検出部
９０に接続された場合、アクチュエータ１６８が突起部１４６に押され、アクチュエータ
１７０が突起部１４８に押されることから、上記の端子部からはアクチュエータ１６８、
１７０が押されたことを示す検出信号が制御回路１５０へ出力される。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９２】
　また、送液チューブ５０２の継手１０４が接続された場合、アクチュエータ１６８が突
起部１４６に押されることから、上記の端子部からはアクチュエータ１６８が押されたこ
とを示す検出信号が制御回路１５０へ出力される。これにより、流量調整ツマミ８８で調
整可能な送液量が、例えば６０ミリリットル／分から１９０ミリリットル／分の流量範囲
の範囲内となるようにロータ９８の回転数の範囲が設定される。そして、設定した流量範
囲の範囲内で流量調整ツマミ８８の操作位置に対応した送液量（流量範囲に対する比率）
に送液量が設定される。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９４】
　また、送液チューブ７０２の継手１０４が接続された場合、アクチュエータ１７０が突
起部１４８に押されることから、上記の端子部からはアクチュエータ１７０が押されたこ
とを示す検出信号が制御回路１５０へ出力される。これにより、流量調整ツマミ８８で調
整可能な送液量が、例えば９０ミリリットル／分から１９０ミリリットル／分の流量範囲
の範囲内となるようにロータ９８の回転数の範囲が設定される。そして、設定した流量範
囲の範囲内で流量調整ツマミ８８の操作位置に対応した送液量（流量範囲に対する比率）
に送液量が設定される。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１４】
　なお、実施形態では、機械的識別子として、２つの突起部１４６、１４８の組み合わせ
によって互いに異なる形状に構成した態様を例示し、機械的読取装置としてマイクロスイ
ッチ１６６を例示したが、他の機械的識別子及び機械的読取装置を適用してもよい。
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【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１５】
　例えば、他の機械的識別情報としては、凹部又は孔部等の機械的識別情報であってもよ
く、機械的読取装置としては上記の凹部又は孔部等の機械的識別情報を読み取る機械的読
取装置であってもよい。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１６】
　また、識別情報及び識別情報を読み取る読取装置は、機械的識別情報及び機械的読取装
置以外のものであってもよい。以下、他の例について説明する。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１８】
　識別子１８０は、継手１０４以外に、例えば送液チューブ３０２に取り付けられていて
もよい。磁気的識別情報を有する識別子を用いる態様によれば、磁気的識別情報及び読取
装置の取付自由度が向上する。例えば、送液チューブ３０２に磁気的識別情報を有する識
別子１８０を取り付けた場合には、ロータ収容室８５内に読取装置１８２を取り付けるこ
とで送液チューブ３０２の識別子１８０と読取装置１８２とを近接させることができるの
で好適である。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１９】
　なお、磁気的識別情報を有する識別子としては、送液チューブ３０２～７０２の種類を
示す磁気情報が磁気的に書き込まれた磁気テープを例示することができる。読取装置１８
２としては、上記の磁気情報を読み取り可能な磁気ヘッドを有する磁気情報読取装置を例
示することができる。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２１】
　識別子１８０は、継手１０４以外に、例えば送液チューブ３０２に取り付けられていて
もよい。電気的識別情報を有する識別子を用いる態様によれば、電気的識別情報及び読取
装置の取付自由度が向上する。例えば、送液チューブ３０２に電気的識別情報を有する識
別子１８０を取り付けた場合には、ロータ収容室８５内に読取装置１８２を取り付けるこ
とで送液チューブ３０２の識別子１８０と読取装置１８２とを近接させることができるの
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で好適である。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２２】
　なお、電気的識別情報を有する識別子としては、送液チューブ３０２～７０２の種類を
示す電子情報が記憶されたＩＣ（Integrated Circuit）チップを有するＲＦＩＤ（Radio 
Frequency Identifier）タグを例示することができる。読取装置１８２としては、上記の
電子情報を読み取り可能なリーダライタを有する電気情報読取装置を例示することができ
る。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２４】
　識別子１８０は、継手１０４以外に、例えば送液チューブ３０２に取り付けられていて
もよい。光学的識別情報を有する識別子を用いる態様によれば、光学的識別情報及び読取
装置の取付自由度が向上する。例えば、送液チューブ３０２に光学的識別情報を有する識
別子１８０を取り付けた場合には、ロータ収容室８５内に読取装置１８２を取り付けるこ
とで送液チューブ３０２の識別子１８０と読取装置１８２とを近接させることができるの
で好適である。また、ロータ収容室８５は、カバー８４によって遮光されるので、外光の
影響を受けることなく光学的識別情報を読み取ることが可能となる。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２５】
　光学的識別情報を有する識別子としては、送液チューブ３０２～７０２の種類を示すバ
ーコード、カラーコード又はドットコード等の幾何学的パターンを例示することができ、
読取装置１８２としては、上記の幾何学的パターンを読み取り可能なレーザ又はＣＣＤ（
Charge Coupled Device）等の撮像素子を有する光学情報読取装置を例示することができ
る。


	header
	written-amendment

